
取組名 ： 新潟県・新潟市における大規模災害等の地域課題解決に必要な教師人材の養成・確保

申請大学名：国立大学法人上越教育大学

新潟次世代教員養成プログラム
前期プログラム（高大接続）
（大学入学前の２年間）
教職への関心を一層高めるための

体験的な学びを中心としたプログラム

※令和６年度から実施

90分６コマの

研修受講

高大接続

新潟県内で教職に就く強い意欲を持つ

県内の高校生（10名程度）を対象とする。

研修の内容としては、講義だけでなく、

「ICTの活用」や「集団活動と遊び」といった

体験的な学びも組み入れつつ実施する。
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その他特別プログラム（選択プログラム）
・新潟県・新潟市教育委員会職員からの講義

・新潟県・新潟市現職教員からの講義
（将来的にはプログラム修了者の現職教員が講師として参画）

・各種活動への参加（教職員のための自主セミナー、附属学校の研究会、学びのひろば 等）
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新潟県・新潟市教委との連携・協働の下、新潟の様々な地域課題を理解し教育現場にお

いて積極的に課題解決に取り組むことができる質の高い教師を継続的に養成するため、地域

や学校等の教育現場のニーズに対応した教員養成カリキュラム等を体系的に整備する。
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後期プログラム（新潟県・市教員への接続）
（学部在学時の４年間）
新潟の地域課題にも対応できる

実践的指導力を育成するプログラム

※「新潟教育事情Ａ・Ｂ」については、

令和６年度に試行実施、

令和７年度に新規開設

（正規カリキュラム）

観察・参加実習

ボランティア体験

新潟教育事情Ａ

（地域課題体験）

授業基礎研究

学校ボランティアＡ

新潟教育事情Ｂ

（地域課題体験）

初等教育実習

（県・市との連携実習）

学校ボランティアＢ

中等教育実習

（県・市との連携実習）

総合

インターンシップ

プログラム修了者が後年の

プログラムに、講師やゲストティ

ーチャーとして参画する

サイクルを確立

プログラム修了者に対する

フォローアップ研修の実施

「受講者向け特別セミナー」

大学のフォローアップ

希望者に「学びのひろば」

を体験の場として提供

高校２年生 高校３年生 学部１年次 学部２年次 学部３年次 学部４年次 教員採用後
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新潟県教育委員会 新潟市教育委員会

新潟次世代教員養成プログラム推進委員会 関係課長が構成員として参画

新潟次世代教員養成プログラムの企画・運営

副学長、学長特別補佐、実務家教員、コーディネ
ーター教員を中心に、全学的な実施体制をとる

連 携連 携

・教職大学院への

現職派遣

・実務家教員候補者

関係課長が構成員として参画


